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■はじめに 

 江戸時代には「天下の台所」と呼ばれ、商業都市と

して発展してきた大阪は、明治、大正時代を経て「煙

の都」として工業都市の性格もあわせ持つようになり

ました。明治10 年代には紡績業を中心に蒸気機関を

動力とした大規模な工場が開設されるようになり、工

業化が進展しました。日清・日露戦争を経て、さらに

第 1 次世界大戦後になると、紡績業に加えて金属や

機械、造船業など重化学工業も勃興しはじめ、大正

14（1925）年には東京をしのぐ日本最大の都市へ

と成長しました。他方で、こうした急速な工業化を支

えたのは安価な賃金で長時間働く多数の労働者たち

でした。第 1 次世界大戦後の大正 12 年における大

阪府下の労働者は22 万人に上り、これは大阪府下の

人口の約8％に当たるものでした。 

こうした労働者層の形成によって、新たに社会問題、

労働問題が生じることになりました。工業化の進展し

た日清、日露戦争後には、労働者たちは待遇改善を求

めて組織的な運動を展開するようになりました。大阪

でも明治39（1906）年の大阪砲兵工廠の争議を頂

点として大日本製糖会社や大阪鉄工所、大阪市電など

でも大規模なストライキが発生しました。また、第1

次世界大戦前後から全国的な労働組合の結成が目指

されるようになり、大正元年に鈴木文治を会長として

友愛会が東京で設立されると、これに呼応する形で同

4 年に大阪にもはじめて支部が発会しました。工業都

市として成長した大阪では、こうした労働組合の組織

がいち早く発達し、数百人規模のストライキが頻発す

るようになりました。 

一方、第 1 次世界大戦をはさんで工業化が大きく

進んだといっても、全国ではまだまだ農業人口がその

多くを占めていました。工業化の進展が著しい大阪で

も大正 12 年における農家戸数は約 88,000 戸で、

これは大阪府下の全戸数の約14％に当たるものでし

た。しかも、この内の約80％が小作人（自小作農を含

む）であり、都市労働者と同様にその生活は極めて不

安定なものでした。そして、急激な都市化の進展がそ

の苦しい状況に拍車をかけました。こうした中で労働

運動の高まりは農村にも大きな影響を与え、小作料減

額や耕作権確立を求める小作争議が頻発するように

なり、同時に争議を支える農民組合が組織されていき

ました。戦前日本の無産運動はこの農民組合を一つの

中心として展開されていくことになります。 

都市部を中心に農村が取り囲む大阪は戦前におけ

る無産運動の中心地となっていきました。今回はその

中でも、大阪府出身の農民組合運動の指導者であった

杉山元治郎の軌跡を辿りながら戦前日本の無産運動

を概観してみたいと思います。 
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■生い立ち ■日本農民組合の結成 

 杉山元治郎は、明治18（1885）年11 月18 日、

父政七、母具満の子として、大阪府泉南郡北中通村（現

在の泉佐野市）に生まれました。杉山家は、江戸時代に

は地元の富豪であった食野家の船頭を務めていまし

たが、次第に家運が傾き杉山が小学校へ通う頃には貧

しい農家になっていました。こうした家庭の事情は杉

山自身の進路に大きな影響を与えました。高等小学校

を卒業した杉山は、苦しい家計のために中学校への進

学を言い出すことができませんでした。しかし、杉山

は進学への希望をあきらめず、大阪府から学資補助を

受けられる大阪府立農学校へと進学することを決意

しました。 

 大正9（1920）年、杉山はこの当時勃興し始めた

社会運動の実際を見学するため、福島県から郷里大阪

へと戻りました。この頃の大阪は、当時における社会

事業の先進地域でした。明治以来、大阪では民間によ

る社会問題への取り組みが活発に行われていました。

例えば、明治2（1869）年には、庶民の医療機関と

して緒方惟準や高橋正純らによって大阪病院が設立

され、その後一旦廃止されるものの、鴻池善右衛門や

住友吉左衛門らの寄付によって同6 年に再興、21 年

には貧民医療機関として大阪慈恵病院へと発展しま

した。この他にも、明治42 年に日本赤十字社大阪支

部病院、大正5 年に済生会大阪病院（恩賜財団済生会は

明治 44 年に設立）が、それぞれ設立されました。さら

に児童保護機関として、明治19 年に井上三登治によ

る愛育社、同23 年に播州赤穂の小橋勝之助による博

愛社（32 年に林歌子らが、小橋の遺志を継ぎ大阪に移転）、

26 年に林可彦による愛隣夜学校、29 年に加島敏郎

による大阪汎愛扶植会が、それぞれ設立されました。

他にも、養老機関として、岩田民次郎による大阪養老

院（35 年に設立）などがありました。 

 大阪府立農学校への進学はその後の杉山にとって

大きな財産となるものでした。農学校の全寮制による

実習重視の教育によって、杉山は農業の実際的な知識

と技術を身に付けることになりました。さらに、この

とき杉山はキリスト教に入信し、農学校を卒業すると

大阪から遠く離れた宮城県にある東北学院神学部に

進学しました。明治42 年に東北学院を卒業した杉山

は牧師として福島県の小高教会に赴任し、キリスト教

の伝道活動を行うことになりました。杉山は農学校で

の知識と体験を活かして独特の伝道活動を展開しま

した。小高教会時代の杉山はキリスト教の伝道に努め

る傍ら、自ら工夫した「杉山式互用犂（ごようすき）」

などの農具を考案し、土壌学や肥料学の講義をして近

隣の村々を回りました。当時の杉山は「朝フロックコ

ートで説教しているかと思えば、午後は荷車を引っ張

って町を通る」というユニークな牧師であり、村々か

らは「活きた農業辞典として重宝」される存在であっ

たといわれています。こうした杉山の実践的な活動に

多くの農民が信頼を寄せるようになり、赴任して10

年後に教会堂を設立し、さらに日曜学校を開くまでに

なりました。この後、農民運動へと飛び込むことにな

った杉山は、多くの農民から慕われて運動の中心的存

在となっていきます。その背景には、理論に終始しが

ちな知識人による社会運動と比較して、杉山の活動は

農業の実際に根ざしたものであり、杉山自身が農業の

経験を持っていたからに他なりませんでした。 

また、大正時代に入ると大阪府もようやく社会問題

に取り組みはじめました。大正 2 年に府知事に就任

した大久保利武は、「未だ嘗て手の着けられなかった

社会事業の奨励」を抱負として語り、『恤救十則』の

著者で社会事業の学者として著名な、小河滋次郎博士

を大阪に招聘しました。小河博士は、救済事業研究会

を開き、これまで個別に運営されていた民間の社会事

業相互の連絡・調整を図りました。研究会には、社会

事業団体の関係者だけでなく、医療関係者や教師も参

加し、大久保知事自身も出席したといわれています。

そして、この研究会を基礎として、大正 4 年に大阪

社会事業協会が設立され、小河博士は社会事業団体の

育成に努めました。 

大正 6 年、大久保知事に代わって着任した林市蔵

知事は、小河博士を引き続き府嘱託としました。林知

事は、着任直後の救済事業研究会の席で、救済事業を

「発展進歩せしめて、社会不備を補足解決」する必要

を述べ、前任の大久保知事同様に社会事業に積極的な

姿勢を示しました。そして、林知事と小河博士の努力 
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によって、大正7 年に、大阪府処務細則が改正され、

府の救済事務を扱う専門の部署として、救済課が設置

されるとともに、大阪府独自の福祉制度として、方面

委員制度が発足しました。 

 大阪に戻った杉山は、大阪市立弘済会の育児部に勤

めながら、大原社会問題研究所に通って社会学や社会

運動の理論を学びました。杉山が勤めた弘済会は明治

44 年に大阪府知事、大阪市長、朝日新聞社長、毎日

新聞社長の 4 名を発起人として設立された慈善団体

であり、また杉山が学んだ大原社会問題研究所は大正

3 年に倉敷紡績の社長であった大原孫三郎によって

設立されたもので、研究所には高野岩三郎や森戸辰男、

久留間鮫三など東京帝大出身の経済学者たちが集ま

っていました。他にも、先に挙げた大阪府が開いた救

済事業研究会にも熱心に出席するなど、杉山は社会事

業の先進地域であった大阪でその理論と実践を学び

ました。 

 こうした中で、杉山は同じくキリスト教徒で社会運

動家であった賀川豊彦と出会いました。賀川は神戸市

の貧民窟に住み込みながら、キリスト教の伝道と医療

活動を行っていました。この頃の賀川は労働組合運動

にも関わるようになり、鈴木文治率いる友愛会の関西

労働同盟会の理事長を務めていました。以後、杉山と

賀川は頻繁に連絡を取り合うようになり、農業労働者

の困窮の解決策の一つとして、小作人による組合の結

成を模索するようになりました。そして大正11 年4

月 9 日、日本農民組合の創立第 1 回大会が開かれ、

本部を大阪市西野田江成町に定め、組合長には杉山が

選出されました。 

 

■農民組合運動の展開 

 日本農民組合の大阪府下における最初の支部が作

られたのは北河内郡津田村（現在の枚方市）でした。大

正11（1922）年1 月、第１次世界大戦の終結にと

もなう米価の急落による農村不況に苦しんでいた同

村の小作人たちは、小作料の引き下げを求めて争議に

立ち上がりました。しかし、大峯部落の地主13 名が

小作料引き下げに応じず、これを拒絶しました。争議

がつづく中、同年に結成されたばかりの日本農民組合

の杉山やその他に弁護士らが大峯部落へと駆けつけ、

杉山はここで小作人大会を開き組合支部を結成して

地主に対抗しました。その後、争議は調停によって小

作人の要求通りに解決し、これをきっかけとして日本

農民組合の影響が府下に浸透していくことになりま

した。また同年の北河内郡山田村（現在の枚方市）や三

島郡山田村（現在の吹田市）の争議では、地主が一方的

に土地を取り上げる強硬手段をとったにもかかわら

ず、組合員の団結によって小作人の要求を達成しまし

た。この他にも、中河内郡北江村（現在の東大阪市）、三

島郡鳥飼村（現在の摂津市）、泉南郡熊取村（現在の熊取

町）での争議も小作人に有利に解決しました。この結

果、大阪府下には北河内、河内、北摂、和泉にそれぞ

れ連合会が組織され、大正14 年末には連合会の下に

103 の支部が作られ、組合員は 4,828 名に達しま

した。組合組織の拡大は大阪のみにとどまらず、同年

末の全国における組合員は7 万人を超えました。 

 こうした組織の拡大を背景として、日本農民組合は

政治的進出を図っていくことになりました。これまで

地主たちによって独占されてきた部落役員を住民の

選挙によって選ぶことを要求しました。また、大正

10 年に市制・町村制、翌年に府県制がそれぞれ改正

され、市町村会議員や府県会議員の選挙権が拡大する

と、組合の代表者を送り込むために積極的に選挙活動

を展開しました。大正12 年の府県会議員選挙では全

国で16 名の候補者を立て、大阪では日本農民組合の

顧問弁護士で法律部長として活動した吉田賢一が立

候補しました。さらに、大正デモクラシーの風潮の中

で普通選挙運動が盛り上がりを見せると、既存の政党

に頼ることなく小作人のための政党結成を目指すよ

うになりました。その中で国政選挙において独自候補

を擁立して闘うために、労働組合やその他の農民組合

を合同した単一の無産政党の結成が必要とされまし

た。日本農民組合は無産運動における最大の組織とし

てこれを主導し、日本労働総同盟など労働組合の協力

の下に大正14 年に農民労働党を結成しました。もっ

とも、このときは結党のわずか 3 時間後に治安警察

法により解散命令を受けて頓挫してしまいました。し

かし、翌年に再び無産政党の結成に着手して、労働農

民党を結成、杉山はその委員長に就任しました。 

 ところが、さまざまな諸団体を含む政党結成は運動
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方針をめぐる対立を内部に抱え込むことになりまし

た。なかでも、ロシア革命以後の共産主義運動の高ま

りの中で、階級闘争によって一気に社会変革を目指す

左派と人道主義に基づく社会改良を目指す右派との

間で激しい対立が生じました。この結果、大正15 年

末に右派は労働農民党を脱退し、新たに社会民衆党を

結成しました。さらに同年に右派の中でも分裂が生じ

て、中間派と呼ばれるグループが日本労農党を結成す

ることになりました。しかも、政党の分裂は日本農民

組合にも波及することになりました。こうした中で杉

山の立場は微妙なものでした。杉山はこれまでキリス

ト教に基づく社会改良を目指して活動してきた人物

であった一方で、小作争議の問題を通じて組合活動の

中心を担うようになっていました。杉山は労働農民党

分裂の責任を取って委員長を辞職するとともに、日本

農民組合の組合長についても辞任しました。杉山はあ

くまでも統一的無産政党の結成を目指す中間派に所

属し、新たに全日本農民組合（昭和2 年に結成）の組合

長に就任しました。 

 無産政党の分裂はその運動に混乱をもたらすこと

になりましたが、それでもその政治的進出は着実に進

みました。大阪では昭和2（1927）年の府会議員選

挙（定数65 名）で 2 名の無産系候補が、昭和 4 年の

市会選挙（定数88 名）で13 名が、それぞれ初当選し

ました。また昭和 3 年に行われた初の普通選挙によ

る衆議院総選挙では全国で 8 名の無産系候補が当選

し、大阪からは社会民衆党の西尾末広、鈴木文治の二

人が当選を果たしました。このとき杉山は大阪 5 区

から日本労農党の候補として出馬しましたが、次点で

落選しました。しかし、その後の昭和 7 年の総選挙

で初当選を飾り、終戦まで連続当選をつづけました。 

 

■戦時体制と農民組合運動の挫折 

 初当選を飾った年の 6 月、杉山は第 62 回帝国議

会衆議院本会議で質問演説に立ちました。この席で杉

山は、世界恐慌の中で生糸輸出の減少と農産物価格の

下落によって困窮していた農村問題を取り上げ、農家

借金の支払い猶予及び一部棒引き、負債整理のための

債券発行など時局的なものと同時に、年来の主張であ

った小作法の制定による耕作権の擁護を求めました。

なかでも小作法の制定は議員としての杉山がその成

立に情熱を傾けたものの一つで、その後の第63 議会

に「小作人保護法案」を、第65 議会には「小作法案」

をそれぞれ提出しました。また、昭和6（1931）年

9 月に勃発した満州事変に対応する膨大な軍事費が

盛り込まれた昭和 8 年度予算に対して、国防よりも

国力の充実こそ重要であるとの観点から反対討論に

立ちました。 

 一方、無産政党の中からは戦時体制に協力する人々

が現れるようになりました。この頃、軍部は総力戦体

制の構築のために資本主義経済を是正して、統制経済

の導入を意図するようになりました。無産政党の一部

には、軍部の姿勢を資本主義から社会主義への転換と

捉え、軍部との協力によって社会改革を実現すること

が考えられたのです。昭和 7 年、右派の社会民衆党

の中から赤松克麿らがこうした考えから国家社会主

義を掲げて日本国家社会党を結成しました。他方で、

国家社会主義への対抗から再び統一的無産政党結成

の機運が高まり、同年に社会民衆党と全国労農大衆党

（昭和5年に左派と中間派の合同によって結成）が合同して、

社会大衆党が誕生しました。しかし、当初は「ファッ

ショ反動粉砕」を掲げていた社会大衆党の中にも、昭

和 9 年の国防国家建設のための統制経済の必要を説

いた「陸軍パンフレット」をきっかけとして、麻生久

らのように反資本主義勢力の結集のために軍部との

協力を進めるべきだとの考えが現れ始めました。 

 これに対して、大阪では違和感を唱える声が相次ぎ

ました。社会大衆党大阪府連は軍部の政策が反資本主

義であることを認めつつも、実際には軍事費の増大が

農民救済や労働者の生活を圧迫するものとなってい

ることを指摘しました。また昭和11 年にメーデーの

禁止をはじめとする労働組合運動の抑圧が実施され

るようになると、大阪府連では軍部をファシズムとし

て位置づけて、これと対決する姿勢を見せました。昭

和 10 年に第 7 回コミンテルンで人民戦線路線が採

択されると、党本部の方針に反して反ファシズムを掲

げて合法左翼の統一による幅広い結集を目指しまし

た。全国農民組合（昭和 3 年に日本農民組合と全日本農民

組合が合同して結成）の委員長であった杉山も、共産党

系の日本労働組合全国評議会を交えて開かれた「労働
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組合法小作法獲得労農大会」（昭和11 年1 月）に出

席して統一的な無産運動を目指しました。さらに昭和

12年4月の総選挙では全国農民組合から杉山をはじ

め 17 名の当選者を出し（社会大衆党としては 36 名）、

この勢いに乗って小作料三割減を目指す「小作料改訂

運動」を全国的に展開することを決定しました。満州

事変以後も杉山は国策への協力ではなく、無産運動の

継続に力を注いだのです。 

 しかし、同年 7 月に日中戦争が勃発すると、無産

運動は大きな転換点を迎えることになりました。この

頃、総力戦体制の構築を急ぐ政府は無産運動の抑圧に

乗り出しており、昭和 11 年 9 月の特高課長会議で

は人民戦線を弾圧する意見が出されました。実際に

11月には人民戦線にもっとも積極的であった社会大

衆党大阪府連の椿繁夫が検挙されました。また、同年

に陸軍の工廠では労働者の組合活動が抑制され、労働

者は労働組合から強制的に脱退させられました。日中

戦争の勃発はこうした圧力をさらに強め、昭和12 年

末から翌年のはじめにかけて無産政党の政治家や社

会運動家、マルクス主義系の学者など500 名近くを

一斉に検挙する、いわゆる人民戦線事件が起こりまし

た。同時に労働組合や農民組合に対して、挙国一致の

観点から闘争的な運動方針を改めるように指導が行

われました。 

統一的な無産政党であったはずの社会大衆党も軍

部との協力を目指す勢力を内部に抱えつつ、一方で合

法左翼の統一を目指す勢力が混在しており、こうした

圧力に対して積極的に抵抗することはありませんで

した。むしろ、傷病兵や出征兵士遺家族の生活保障な

ど「戦時社会政策の実現」を掲げて、国民生活安定の

問題と国防の問題を並列化することによって、挙国一

致の担い手になっていきました。昭和15 年の大政翼

賛会の成立に際して真っ先に解党、合流したのは社会

大衆党でした。一方、全国農民組合もまた戦時体制に

組み込まれていきました。多くの幹部が人民戦線事件

によって検挙されると、全国農民組合は自らの解体を

決定しました。その後、昭和 13 年 4 月に杉山らは

新組合として大日本農民組合を結成しましたが、その

方針は「小作組合型を放棄して銃後農業生産力の拡

充」へと転換するものでした。他にも「日満支総合的

農業国策と大日本農民組合の役割｣を掲げて、拓務省

が進める満州農業移民計画に積極的に参画していく

ようにもなりました。さらに、その大日本農民組合も

昭和15 年の新体制運動の高まりの中で解散、日米開

戦後の昭和 17 年に農業報国連盟として戦時体制の

一端を担うことになりました。 

 

■おわりに 

 戦時体制下の杉山は農業報国連盟の理事となり、ま

た戦時中唯一の昭和17（1942）年の総選挙では翼

賛政治体制協議会の推薦候補として当選しました。し

かし、杉山が携わってきた農民組合運動は戦時体制の

下で完全に禁圧されていました。他方で、戦争遂行の

ための食糧増産が求められる中、農民組合運動の宿願

であった小作人の土地取得による自作農創設が推進

されていきました。地主制度による小作人の労働意欲

の低下を懸念して、食糧増産の担い手として適正経営

農家を育成することが目指されたのです。そして日本

の敗戦後、占領軍による民主化改革の一環として農地

解放が実施されたことによって、自作農創設の目標は

完全に達成されることになりました。 

 一方、占領期間中の杉山は戦時下の翼賛議員として

の活動が公職追放令に該当し、一切の政治活動から引

退することになりました。もちろん戦前以来の農民組

合が自作農創設を掲げ、また当面の目標として小作料

減額や耕作権確立を目指した運動は戦時・戦後の自作

農創設に大きな影響を与えました。しかし、自作農創

設の最終段階は組合自身の手ではなく、戦時あるいは

占領という特殊な環境の下で達成されることになり

ました。また農民組合運動の主目的であった小作人に

よる土地取得が達成されたことによって、運動は次第

に衰退していくことになりました。占領期が終わって

高度経済成長時代を迎えると、農民の関心は土地取得

から農業経営の向上へと変化していきました。 

昭和25 年、追放解除となった杉山は社会党の代議

士として国政に復帰しました。昭和30 年から33 年

にかけては衆議院副議長も務めました。その一方で、

戦後に再出発を果たした農民組合運動にも参加しま

した。杉山は昭和31 年の講演「新しい農民運動―農

村の在り方―」の中で、土地取得後の農民組合の運動
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方針は第一に「経営内容をよくすること」であり、す

なわち「小面積を耕作しながらこれを科学的に合理的

に経営すること」であると述べました。このとき杉山

は具体的な例として、狭い土地で階層にして養鶏を営

む農家の話を挙げ、また小規模でも乳牛や家鶏、羊を

飼育することによって牛乳や卵、羊毛を自家で消費し、

さらにその屎尿から堆肥を作れば金肥の節約になる

などの話をしました。同時に、この頃の杉山はキリス

ト教の伝道活動からアカデミー運動に携わるように

なりました。アカデミー運動は第 2 次世界大戦の反

省から、戦後ドイツで意見の対立する人々の間におけ

る対話の必要性を強調してはじめられたもので、杉山

らによって日本に持ち込まれました。昭和36 年に日

本クリスチャン・アカデミーが設立されると、杉山は

理事長に就任しました。昭和30 年の自民党結成と社

会党統一によって保革対立が決定的となる中、農民組

合運動の指導者として活躍した杉山は、キリスト教伝

道と農村の技術指導や文化活動に携わっていた小高

教会時代の杉山へと回帰したかのようでした。そうし

た杉山の姿は、戦前日本の無産運動の中心を担った農

民組合運動の一つの区切りを象徴するものでした。 

 

■主要参考文献 

・『主要小作運動者略歴』（大阪府公文書館所蔵資料） 

・杉山元治郎伝刊行会『土地と自由のために―杉山元治

郎伝―』（杉山元治郎伝刊行会、昭和40 年） 

・農民組合史刊行会『農民組合運動史』（社会労働協会、

昭和35 年） 

・農民組合創立50 周年記念祭実行委員会『農民組合五

十年史』（御茶の水書房、昭和47 年） 

・大阪社会労働運動史編集委員会『大阪社会労働運動史』

戦前編上･下（有斐閣、平成元年） 

・増島宏、高橋彦博、大野節子『無産政党の研究』（法政

大学出版局、昭和34 年） 

 

 レファレンス便り  
 

これまでに、皆様から当館に寄せられたレファレン

スと回答の一部を紹介します。 

 

Q．公文書館の資料を複写したい。 

A.当館の資料は、申請して頂ければ複写いたします。

複写料金は、通常、資料１枚１０円、マイクロフィ

ルムは１枚３０円となっております。なお、遠隔地

にお住まいでご来館できない方の場合には、複写・

郵送サービスも行っておりますので、お気軽にお問

い合わせ下さい。 

 

Q．明治時代の府令（府の命令）を見たい。 

A.府令は、『大阪府公報』に掲載されております。当

館では、資料のデジタル化を進めており、『大阪府

公報』については、明治21 年１月（創刊号）から

のものが、当館のHP 上にて、ご覧いただけます。 

 

Q．江戸時代や明治時代の古い文書が見たい。 

Ａ.江戸時代の古い文書、いわゆる古文書や近代以降の

明治・大正の公文書は、当館の貴重書庫に所蔵して

おります。川中家文書をはじめとして、金井家文書、

大庭コレクションをはじめ、知事事務引継書など、

貴重な資料を収集・保存しており、また皆様の閲覧

に供しております。 

  

Q．どのような所蔵資料があるのか教えてほしい。 

Ａ.当館の所蔵資料は、当館ＨＰの資料検索にて、検索

していただけます。キーワード等を打ち込んでいただ

きますと、どのような所蔵資料があるのか、簿冊・件

名の双方で検索していただけますので、どうぞご利用

ください。 

 

そのほか、多くのレファレンスをいただきまして、

本当にありがとうございました。公文書館では皆様か

らのレファレンスを、心よりお待ちしております。 

 

写
真
（
右
）
杉
山
元
治
郎 

         

写
真
（
左
）
賀
川
豊
彦 
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平 成 ２ １ 年 度 大 阪 府 公 文 書 館 ア ー カ イ ブ ズ ・ フ ェ ア の お 知 ら せ 

平成２１年１０月１４日・２１日・２８日  本年度におきまして、下記の要領で、恒例のアーカ

イブズ・フェアを開催する運びとなりました。つきま

しては、企画展ならびに古文書講座・歴史講座・各種

特別講座を開催致します。 

 講座番号 ③ 木曜日コース 

平成２１年１０月１５日・２２日・２９日 

各回午後２時から午後３時３０分まで 
※①②③の内容は同じ。いずれかをお選びください。 

今回は、人気もあり、恒例となっております古文書

講座に加えまして、歴史講座二部、特別講座を九部と

しまして、多種多様で充実した講座内容としておりま

す。特に、ボランティアで外部の講師の先生方にお願

いしております特別講座は、新進気鋭の若手の研究者

の方々から、ベテランの先生方まで多種多様となって

おりまして、アカデミック、かつ楽しくてわかりやす

い講座内容となることが期待されます。決して、ほか

では聞くことのできない講座が目白押しとなってお

ります。 

【講 師】 松田 ゆかり（まつだ ゆかり） 

大阪府公文書館非常勤嘱託員。 

 

 

【歴史講座①】 

テーマ 

「公文書館所蔵資料でみる、大正時代の大阪」 

と き・講 師 
 講座番号 ④ 平成２１年１１月１７日（火） 

午後２時から午後３時３０分まで 

【講 師】 矢嶋 光（やじま あきら） どうかこの機会をお見逃しなく、ご予定をお繰り合

わせの上、ぜひとも奮ってご参加いただきまして、秋

の文化の一時をお楽しみいただけますよう、宜しくお

願い致します。 

大阪府公文書館非常勤嘱託員。 

 
 

【歴史講座②】 
 テーマ 

【企画展】 「戦前日本の国家と地方の財政 
テーマ 

―地方「自治」の問題を焦点として-」 
 「所蔵資料で振り返る大正期の大阪府」 

と き・講 師 
と き  講座番号⑤ 平成２１年１１月２３日（月） 

 平成２１年１０月１日（木）～１１月２７日（金） 午後２時から午後３時３０分まで 

【講 師】 矢切 努（やぎり つとむ） 午前９時15 分～午後５時 

大阪府公文書館非常勤嘱託員。 （１０月２４日（土）、２５日（日）、１１月３日（火）

文化の日、２３日（月）勤労感謝の日は特別に開館。

上記以外の土曜日・日曜日・祝日・月末日は休館。） 

 

 

【特別講座 第 1 回】 ところ 大阪府公文書館 ２階展示室 

テーマ  

「与 謝 野 晶 子 物 語   

【古文書講座】    － 大正時代の晶子 ―」 

と き・講 師 テーマ 

 講座番号 Ａ 平成２１年１０月２４日（土） 「古文書の解読」（初心者向け古文書講座） 
 午後２時から午後３時３０分まで

【講 師】 西 真理子（にし まりこ）氏 
と き・講 師 

 講座番号 ① 火曜日コース 
【紹 介】 与謝野晶子研究者、なにわの語りべとし

て各地でご活躍されておられます。 
平成２１年１０月１３日・２０日・２７日 

 講座番号 ② 水曜日コース 
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【講座の概要】  

【特別講座 第３回】   花の都パリをはじめ、ヨーロッパを体験して帰

国した晶子さんを待っていたのは、「明るみ」で

はありませんでした。平塚らいてう等との母性保

護論争を通じて女性の自立を叫ぶ晶子さん。 

テーマ 

「大陸横断鉄道旅行から見るカナダ 

― カナダ歴史紀行１５０年―」 

と き・講 師 １１人の子の母となって生活苦と戦う晶子さ

んを、大正７年スペイン風邪、大正１２年関東大

震災が襲います。さて、晶子さんは、これらの試

練を如何に乗り越えるのでしょうか。 

 講座番号 Ｃ 平成２１年１１月３日（火） 
午後２時から午後３時３０分まで 

【講 師】 宇都宮 浩司（うつのみや こうじ）氏 

【紹 介】 博士（経済学）。京都経済短期大学講師、

日本カナダ学会正会員。 
 

 
【講座の概要】 

 
  カナダ・バンクーバーで開催される冬季オリン

ピックが目前に迫ってきました。白銀の世界が皆

さんを魅了する日々が待ち遠しいことでしょう。

そこで一足早く、カナダ自慢の大陸横断鉄道旅行

を通じて、観光立国カナダの素顔を少しアカデミ

ックに、しかし楽しく、一緒にのぞいてみません

か。 

【特別講座 第２回】 

テーマ 

「カナダのフランス語圏 

：ケベック州の伝統料理」 

と き・講 師 

 講座番号 Ｂ 平成２１年１０月２５日（日） 
午後２時から午後３時３０分まで 

 【講 師】 友武 栄理子（ともたけ えりこ）氏 

 【紹 介】 関西学院大学非常勤講師。ラヴァル大学

ケベック研究センター留学（２００３～０４年）。近

著に、『ケベックを知るための５４章』（明石書店、２

００９年３月）があります。 

 

【特別講座 第４回】 

テーマ 

【講座の概要】 「しろうと演劇の近代 

―戦争とやくざ芝居をめぐって―」 カナダのケベック州は、かつてフランスの植民

地であった地域です。現在でも、フランス語を家

庭で話す人々の割合は８０％に上ります。植民地

時代にフランスから持ち込まれた料理法は、北米

の先住民の人々からの知恵を取り入れ、独特の食

文化を形成しています。 

と き・講 師 

 講座番号 Ｄ 平成２１年１１月６日（金） 
午後２時から午後３時３０分まで 

【講 師】 畑中 小百合（はたなか さゆり）氏 

【紹 介】 文学博士（大阪大学）。大阪大学非常勤講

師（民俗学）。最近の著書に、共著「憑依と演劇―メ

ディアの向こうの『なまなましい』身体をめぐって」

（川村邦光編『憑依の近代とポリティクス』青弓社、

２００７年２月）、最近の論文に「戦時下の農村と演

劇――素人演劇と移動演劇」（『演劇学論集』４７、２

００８年）があります。 

ケベック州の紹介とともに、ケベックの食材、

ケベックの家庭で受け継がれているメニューの

数々をご紹介します。 

食文化を通じて、カナダ・ケベックの魅力をた

っぷりとご紹介していただきます。 

 
【講座の概要】 

 
演劇は、いつの時代においても、人々の心を魅

了する文化といえるでしょう。いろいろな時代の
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なかで、演劇は、どのように人々の心を捉えてい

くのでしょうか。近代における「しろうと演劇」

とはどのようなものであったのか。畑中先生に楽

しく解説していただきます。 

【紹 介】 関西大学大学院経済学研究科博士後期課

程、関西大学非常勤講師。 

【講座の概要】 

西部開拓時代のアメリカには、一攫千金を夢見

て多くの人々が集まってきていました。そんな中、

唯一の通信手段であった郵便は、彼らのもとへど

のようにして届いたのでしょうか。これまで陸路

では約１ヶ月、海路では早くても４０日かかって

いた輸送時間を大幅に短縮させたポニーエクス

プレスのライダーたち。 

 

 
【特別講座 第５回】 

テーマ 

「中原淳一の女性像 

―『美しい』女性とは何なのか」 

と き・講 師 大陸横断鉄道開通１０年前のアメリカ中西部

で活躍したライダーたちの軌跡をたどります。  講座番号 Ｅ 平成２１年１１月１０日（火） 
午後２時から午後３時３０分まで 

 
【講 師】 小山 有子（こやま ゆうこ）氏 

 
【紹 介】 文学博士（大阪大学）。大阪大学非常勤講

師。最近の著書に「和服改良論と『女性美』―明治後

期の女性の服装とその規範性をめぐって」（荻野美穂

著『日本学叢書２ 〈性〉の分割線』青弓社、２００

９年１月）があります。 

【特別講座 第７回】 

テーマ 

「日本の医療制度と世界の医療制度の違い 

―医療の受け方、医師と患者の関係について、 

イギリスとの比較を中心に―」 
【講座の概要】 

と き・講 師 
中原淳一（１９０９～８３年）は、昭和戦前戦

後において、抒情画家や雑誌編集者・人形作家と

して活躍し、多くの女性たちの人気を博しました。

現在においてもなお、熱い支持を受けていると言

えます。ただ、現在においては、彼の描くところ

の女性像を、永遠に美しい女性･･･女性が希求す

べき“普遍的”なものとする見方が目立ちます。

果たしてそうでしょうか。 

 講座番号 Ｇ 平成２１年１１月１６日（月） 
午後２時から午後３時３０分まで 

【講 師】 田畑 雄紀（たばた ゆうき）氏 

【紹 介】 関西大学大学院経済学研究科博士後期課

程、社会保障論専攻。関西大学経済学部・政策創造学

部非常勤講師、平安女学院大学非常勤講師、相愛大学

非常勤講師。最近の著書に『社会保障論概説』一圓光

彌編「第５章 医療保障制度」（誠信書房、２００９

年３月）があります。 今回は雑誌『それいゆ』や『ひまわり』の記事

と、社会の動きとを連動させながら、淳一の画き

出す女性像について考えたいと思います。 

【講座の概要】 

日本の暮らしを楽しむ基礎となる「健康」。こ

れを守るためにわれわれは病気になった際、医師

に診てもらいます。しかし、日本のように自由に

医療機関を選べる国は、先進国の中では少数派で

す。 

 

 
【特別講座 第６回】 

テーマ 

「南北戦争期アメリカの大陸横断郵便 そのような国によって異なる医療の受け方や、

医療費に関する制度の違いを講師が自分の経験

と絡めてわかりやすくお話します。そして今後の

医師と患者の関係のあり方も提案していきます。 

―ポニーエクスプレスの事例を中心に―」 

と き・講 師 

 講座番号 Ｆ 平成２１年１１月１３日（金） 
午後２時から午後３時３０分まで 

 
【講 師】 森本 行人（もりもと ゆきひと）氏 
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【特別講座 第８回】 

テーマ 

「大正５年の台湾旅行」 

と き・講 師 

  講座番号 Ｈ 平成２１年１１月１９日（木） 
午後２時から午後３時３０分まで 

【講 師】 澤崎 瞳（さわさき ひとみ）氏 

【紹 介】 関西大学大学院後期課程 

【講座の概要】 

１９１６（大正５）年４月１０日から５月１５

日まで、台北市内で、台湾総督府主催の台湾勧業

共進会が開催されました。日本の台湾領有２０年

を記念して開催されたこの博覧会には、日本から

多くの観光客が訪れ、東南アジアや南洋の島々の

文化に触れます。初めて見る異国の文化は、当時

の新聞や雑誌で大々的に紹介されました。海外旅

行がまだ珍しかった時代に、人々やどのようにし

て台湾に行き、どんな旅行を楽しんだのでしょう

か？ 

当時の新聞や、台湾総督府発行の統計書などを

手がかりに、大正５年の台湾旅行を見ていきます。 
 

 

【特別講座 第９回】 

テーマ 

「古代交通の歴史 

 ―交通の古代から近代への変遷―」 

と き・講 師 

  講座番号 Ⅰ 平成２１年１１月２７日（金） 
午後２時から午後３時３０分まで 

【講 師】 山本 祐弘（やまもと ゆうこう）氏 

【紹 介】 郷土史研究者 

【講座の概要】 

山本先生には、アーカイブズ・フェア創設以来、

講師をお願いしております。山本先生の講義内容

は、大阪の様々な伝統・風土・言語を取り扱う、

郷土を思うお気持ちに満ち溢れた温かい内容が

盛りだくさんとなっており、毎回、多くの方々に

ご好評を頂いております。今回は、「交通」とい

う人々の生活と密接不可分なもの、インフラ整備

は、古代も現代も重要な政策の一つです。古代か

ら近代までの歴史を通じて、「交通」がどのよう

に変遷していったのか、楽しく語ってもらいます。 
 

 
 

 

 
各種講座の開催場所、お申し込み方法 

ところ 大阪府公文書館 ３階会議室 

募集定員 各回３０名(先着順) 

受講料・テキスト料  無 料 

申込方法 

往復はがきに住所、氏名(ふりがな)、電話番号、

希望する講座番号（古文書講座①～③、歴史講

座：④・⑤、特別講座：Ａ～Ｉ、および返信用の

宛名を明記の上、下記の住所あてにお申し込みく

ださい。 

〒558-0054  

大阪市住吉区帝塚山東２丁目１－44 

０６（６６７５）５５５１（電話） 

インターネットより、当館ホームページ 

http://www.pref.osaka.jp/johokokai/archives/  

でお申し込みができます。 

携帯電話でもお申込みできます。 

  QR コード 

募集締切日 講座開催日の１週間前までに必着。 
 

 なお、お申し込みは、先着順となっております

ので、会場が満員の場合には、お断りさせていた

だくことがございます。申し訳ありませんが、そ

の節は、ご容赦くださいますようお願いいたしま

す。 

 また、募集締切日を過ぎても、欠席あるいは空

席がある場合もございます。そのため、締切日を

過ぎても、ご応募していただける場合もございま

すので、ご希望の講座がございましたら、お気軽

にお問い合わせください。 
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平 成 ２ １ 年 ６ 月 の 特 別 展 を ふ り か え っ て 

平成２１年６月８日（月）から２６日（金）まで、

当館２階展示室・閲覧室において『特別展「６月９

日は国際アーカイブズの日」高度経済成長時代の大

阪』を開催しました。５月の新型インフルエンザ発

生により、広報周知活動が遅れたにもかかわらず、

多くの方々にご来館いただき、誠にありがとうござ

いました。 
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一昨年の１２月におこなわれた国際公文書館会議

（ＩＣＡ）で、６月９日は「国際アーカイブズの日」

として定められました。当館では、アーカイブズ（記

録資料・文書館）普及啓発のため、ＩＣＡが定めた

６月９日にあわせて、平成２１年度特別展を企画し

ました。 

今回の特別展は、第二次世界大戦中、大阪の中心

部は米国の空襲で多大な被害をこうむり廃墟と化し

ましたが、戦後、生き残った人々の並々ならぬ努力

で戦災都市を復興し、昭和３０年から昭和４８年（１

９５５～１９７３）にかけては、日本の経済成長率、

年平均１０パーセントを超える高度成長を続け、世

界でも稀にみる戦後復興を成し遂げてきました。 

その終戦後の経済復興から高度経済成長時代へと

移り変わっていく大阪を公文書、行政資料刊行物、

写真、映像などでご覧いただきました。 

また、昭和元年から昭和６４年までの大阪府の主

な出来事を中心にまとめた年表を作成し、展示をご

覧になった方々がお持ち帰りできるように、Ａ４版

の昭和時代史年表[年表下部に自由に書き込める空

欄を設ける]を配付させていただきました。「知り合

いにあげたいのでもう一部いただきたい」など、多

くの方々からご好評を得ることができました。 

そして、特別展のテーマにそった歴史講座、映像

上映会を開催しました。６月８日（月）と２２日（月）

の午後２時より歴史講座「関西系商社からみる大阪

の戦前と戦後」（講師矢嶋光）を、講座終了後、当館

所蔵映像資料の中から「①大阪 1964 ②大阪ハイ

ライト‘69 」を、約１時間の上映を行いました。 

歴史講座を受けられた方より「大阪の元気がない

という話がよく聞かれるが、関西発の商社の移り変

わりを見て希望が持てた。時代の節目をどのように

乗り越えるか、これからの時代の方向性が少しでも

見えた気がした。」というご意見を頂きました。また、

映像をご覧になった方々からは、「懐かしい」という

お声を多々頂戴いたしました。当館所蔵映像資料は、

閲覧室のパソコン（ＤＶＤ再生）で視聴できますの

で、どうぞご利用ください。 

今年も１０月より公文書館アーカイブズ・フェア

を開催いたしますので、企画展、講座へのご参加を

心よりお待ち申し上げます。 

利 用 案 内 
◆ 閲覧時間 

・月曜日～金曜日 午前９時１５分～午後５時 

◆ 休館日 
・土曜日、日曜日、祝日及びその振替休日 

・年末年始（１２月２９日～１月３日） 

・毎月末日（土・日等休日の場合は、その前日） 

大阪府公文書館 大阪あーかいぶず 第４４号 平成２１年９月１日発行 
〒558－0054 大阪市住吉区帝塚山東2 丁目1－44／TEL06－6675－5551／FAX06－6675－5552 
ホームページ http://www.pref.osaka.jp/johokokai/archives/  
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